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の重要性だ。伊丹は、典型的な研究のあり方として紹介されることの多い仮説検証型研究には、 「意義の小さい仮説の厳密な検証」という「摩可不思議」な研究が多いという。そして、世のなかには意義の深 仮説が意外に少ないこと、萌芽的なアイディアを良い仮説へと育てていく過程こ が研究という営みの中心にあることを論じる。また、仮説を育てて くうえでは論理的推論 証拠探しのプロセスを、螺旋ねじのようにぐるぐ と周りながら掘り下げていく過程が重要であるという。　
なるほど、 「見えざる資産」概

















の風呂にとっぷりと浸かるうえに、タイプの違う温泉を次々と制覇する「湯浴み名人」である。その成果には『暴走族のエスノグラフィー』 （新曜社、一九八四年） 『現代演劇のフィールドワーク』 （東京大学出版会、一九九九年）などの名著があるが、ここでは 学術出版社の分析を通じて学術コミュニケーションのエコロジーを描き出した共同研究の成果である『本を生み出す力』を紹介したい。　
本書の醍醐味は、伊丹のいう
「現実と理論の間を行きつ戻りつするプロセス」にある。著者らはまず、考察のための導きの糸として、 「ゲートキーパー、複合ポートフォリオ戦略、組織アイデンテ











によって大阪のマンションの一室に置き去りにされた二人 幼児が無残な姿でみつかった。こ 事件を追った本書のなかで、杉山は、子どもを重荷 感じ、母親であることを「降り 」ようにみえるこの女性が、実際には最後まで子どもたちへの深い愛情を抱いていたこと、むしろ彼女が母親であることを「降りる」ことができなかったこと そが、この母子 いつめていった を明らかにする。　
本書が優れているのは、事件を
みるた の視座 して 心理鑑定者の見解や虐待に関する臨床的知見といった足がかりを導入し これによって、多くの人が「理解できない」 感じ であろう の若い母親の矛盾に満ち 行動への理解の扉を開けることに成功したことだ。専門知 援用 、一人の女性の道のりの克明な検証 が結び
ついてはじめて、私たちは、この異様な事件が決して異様なものではないこと、これが私たち自身の問題であることを知ることになる。優れた書き手が、ひとつの事例を深く掘り下げることで 世界を広く見渡す高台へと読み手を導いてくれることを知ると 、私は優れた事例分析に可能なこ を思い、身が引き締まる思いがする。●事例研究を語りあう　
研究というのは社会的な営みだ。
しかし、ある 「優れている」と思う認知は、眼前にあるテキストと、 読み手がそれまで読み、 考え、書いてきたことの蓄積との間に生じる反応によってもたらされる。それは個人的な体験に根ざす化学反応であり、親しい研究仲間の間であっても共有しきれないも だ。　
それでも、よりよい事例研究を
したいと思うなら、それにつ て研究者同士が語りあうための語彙と語り方を探り続け いくほかあるまい。多くの事例研究を読み、優れていると心から感服する研究とひとつでも多く出会うことは、その第一歩だろう（かわかみ
　
ももこ／アジア経済
研究所
　
東アジア研究グループ）
